
　これまで引越しや遺品整理等の際に、一時的に多量に出てしまう家庭系ごみ（一時多量ごみ）は、ど
うしても市の収集日に出せない場合、粗大ごみは事前相談のうえ生活環境事業所へ
の持ち込むことや、普通ごみや資源物は通常の収集日に小分けしての排出をお願いし
ていましたが、７月１日から有料で一般廃棄物収集運搬許可業者を利用した排出が可
能になりました。
ご利用に当たっては、まずはお住まいを所管する生活環境事業所へご相談ください。
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【問1】 （答えは2ページ下)【問2】川崎市では４つあるごみ焼却施設のうち、１か所を休止していますが、どこでしょう？

【問1】の答え

①橘処理センター　②浮島処理センター　③王禅寺処理センター　④堤根処理センター

【問2】の答え

小型家電として、区役所・支所等にある専用ボックスへ出せる最大のサイズはどれでしょう。 
（答えは3ページ下)①15cm×15cm　②30cm×15cm　③30cm×30cm

①…橘処理センター 令和５年度の稼働に向け、ごみの持つエネルギーを有効に活用し、
より効率的なエネルギー回収設備を導入する計画としています。 例：携帯電話、デジタルカメラ、携帯型ゲーム機など（※パソコンは除きます。）

②…長辺が30cm未満で、30cm×15cmまでの大きさの家電製品です。

２年連続！政令市№１になりました！！「脱炭素戦略（かわさきカーボンゼロチャレンジ2050（案））」及び
「川崎市プラスチック資源循環への対応方針（案）」についてご意見をお寄せください

一時多量ごみの許可業者による収集制度がスタートしました！

担当区 事業所 電　話

川崎区 川崎生活環境事業所

幸区・中原区 中原生活環境事業所

高津区・宮前区 宮前生活環境事業所

多摩区・麻生区 多摩生活環境事業所

044-266-5747

044-411-9220

044-866-9131

044-933-4111

許可業者一覧（令和2年8月1日現在）

日本ダスト 株式会社

日本ビソー 株式会社

京浜化工 株式会社

三友環境サービス 株式会社

株式会社 カワセイ

武松商事 株式会社

有限会社 宇佐美

KCサキュレ 株式会社

株式会社 マルストランスポーテーション

近年、台風による甚大な被害の発生など気候変動（地球温暖化）への影響が顕在化しつつあり、市民
生活や事業活動に大きな影響のある喫緊の課題となっています。また、プラスチックごみについては、
地球温暖化のほか、海洋汚染・海外輸出入規制など様々な課題が急激に発生している状況です。
　こうした状況を踏まえ、このたび、「脱炭素戦略（かわさきカーボンゼロチャレンジ2050（案））」及
び「川崎市プラスチック資源循環への対応方針（案）」の策定に向けて、市民意見募集（パブリックコ
メント）を行います。

募集期間

閲覧場所

提出方法

令和２年８月３１日（月）～令和２年９月３０日（水）【消印有効】

①-1 環境局地球環境推進室「脱炭素戦略（かわさきカーボンゼロチャレンジ2050（案））」
　  （市役所第３庁舎17階）
①-2 環境局廃棄物政策担当「川崎市プラスチック資源循環への対応方針（案）」
　  （市役所第3庁舎15階）
②各生活環境事業所
③各区役所・支所・出張所の資料閲覧コーナー、各市民館、各図書館
④情報プラザ（市役所第３庁舎２階） ※市ホームページからも内容をご覧いただけます。

題名、ご意見、氏名（法人又は団体の場合は、名称及び代表者の氏名）、
連絡先（電話番号、メールアドレス又は住所）をご記入の上、
郵送、持参、FAX、市ホームページで提出 
※様式は自由ですが、閲覧場所で配布している「意見書」もご活用いただけます。

川崎市　パブリックコメント

提出・問い合わせ：環境局地球環境推進室 TEL 200-2405 FAX 200-3921
環境局廃棄物政策担当 TEL 200-2564 FAX 200-3923
〒210-8577 川崎区東田町5-4（川崎市役所第３庁舎）

第14期の廃棄物減量指導員が委嘱されました

2年ごとの任期となっている「廃棄物減量指導員」の第14期が
スタートしました。今期は新型コロナウイルスの影響で、各区で予
定していた委嘱式が中止となりましたが、4月1日付で委嘱を受け
た廃棄物減量指導員の方は1,6１8名にものぼります。これから2
年間、地域のボランティアリーダーとして、市と市民のパイプ役と
して、地域ぐるみの活動をよろしくお願いいたします。
　なお、廃棄物減量指導員の方には証明書を携帯していただき、
必要に応じて「帽子」「腕章」をつけていただいています。市民の
皆様にはご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

詳しくは一時多量ごみに関する
ホームページをご確認ください。

ごみを減らすための「３R」の１つ「Reduce（リデュース）」

新型コロナウイルスの感染拡大により学校が臨
時休校になるなど、自宅で過ごした方も多かった
と思います。そのせいか、ごみの量は前年に比べ
て多い状態が続いています（令和2年5～8月実
績）。ごみを減らすため、まずは、ごみそのものを
発生させないような生活スタイルを考えてみては
いかがでしょうか？
　３Ｒのうち、まず取り組みたい「Reduce」。右
絵のような小さな積み重ねが大きな成果につなが
ります。

買いすぎない
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　平成29年度の1人1日あたりのご

み排出量が834gと、政令指定都市

最少でしたが、平成30年度は816g
とさらに少なくなり、2年連続政令
指定都市最少となりました。市民・
事業者の皆様の努力の結果です。

　引き続きごみの

減量・リサイクルへ

のご協力をお願い

いたします。

2年連続、政令指定都市で
ごみ排出量が最少!
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